
一
通
貨
ユ
ー
ロ
圏
の
ギ
リ
シ
ャ
、イ
タ

リ
ア
、ド
イ
ツ
を
駆
け
足
で
回
っ
た
。財

政
や
年
金
の
現
状
を
垣
間
み
た
が
、財
政
破
綻

の
ギ
リ
シ
ャ
で
は
と
く
に「
年
金
」が
再
生
へ

の
重
い
足
か
せ
に
な
っ
て
い
た
。

バ
ラ
ま
き
福
祉

　

警
官
の
立
ち
番
姿
が
な
け
れ
ば
、廃
業
し
た

商
店
に
し
か
み
え
な
い
。ギ
リ
シ
ャ
・
ア
テ
ネ

の「
労
働
･
社
会
保
障
・
連
帯
省
」の
壁
面
は

ペ
ン
キ
の
落
書
き
だ
ら
け
で
、玄
関
は
侵
入
防

止
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ
す
。そ
の
前
に「
年

金
を
返
せ
」と
書
い
た
横
断
幕
を
手
に
デ
モ
隊

が
集
ま
り
始
め
た
。も
う
日
常
茶
飯
事
の
光
景

で
あ
る（
写
真
）。

　

4
人
で
満
杯
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
3
階
へ
、

フ
ラ
ン
ゴ
ス
次
官
を
訪
ね
た
。「
も
と
も
と
福

祉
国
家
へ
の
取
り
組
み
が
遅
れ
た
う
え
、財
政

危
機
に
陥
っ
て
一
層
、福
祉
が
問
題
に
な
っ
た
。

い
ま
は
年
金
自
体
が
社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
だ
」と
強
調
し
た
。

　
「
旧
制
度
で
は
退
職
直
前
の
高
い
賃
金
と
ほ

ぼ
同
じ
額
の
年
金
を
払
っ
た
」。し
か
も
、公
務

員
は
50
歳
代
で
引
退
・
受
給
も
可
能
で
、公
務

員
数
は
全
労
働
者
の
5
人
に
1
人
に
膨
れ
上

が
っ
た
。

　

坑
内
労
働
者
や
土
木
建
設
労
働
者
は
当
然

だ
が
、理
容
、美
容
師
等
ま
で
薬
品
を
使
う
な

ど
の
理
由
で「
危
険
職
種
」と“
寛
大
な
年
金
”

を
次
々
に
認
め
、業
種
別
の
年
金
基
金（
組
合
）

は
百
数
十
を
数
え
た
。

　
「
死
者
の
年
金
は
同
居
の
未
婚
の
娘
が
相
続

で
き
る
」規
定
も
あ
っ
た
。公
的
な
介
護
制
度

も
な
く
、娘
一
人
は
親
の
老
後
を
み
る
た
め
嫁

に
い
か
な
い
南
欧
の
慣
習
と
い
う（
藤
原
章
生

著「
ギ
リ
シ
ャ
危
機
の
真
実
」）。ま
さ
に
福
祉

年
金
だ
っ
た
。

奈
落
の
底
へ

　

01
年
、ユ
ー
ロ
加
盟
を
果
た
し
た
。為
替
リ

ス
ク
が
消
え
て
西
欧
の
金
融
機
関
は
ギ
リ
シ
ャ

へ
の
融
資
を
拡
大
し
、国
債
を
大
量
に
買
い
上

げ
た
。バ
ブ
ル
景
気
が
到
来
し
、ア
テ
ネ
五
輪

（
04
年
）に
湧
い
た
。そ
の
間
、歴
代
政
権
は
年

金
と
い
う「
福
祉
」を
ば
ら
ま
い
て
支
持
を
固

め
た
。

　

09
年
10
月
、中
道
左
派
が
政
権
を
握
り
、前

政
権
に
よ
る「
財
政
赤
字
G
D
P
比
3
％
台
」

は
真
っ
赤
な
ウ
ソ
と
暴
露
し
た
。赤
字
国
債
を

積
み
上
げ
た
財
政
は
瓦
解
す
る
。

単
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公
務
員
数
の
大
幅
削
減
、倒
産
、給
与
カ
ッ

ト
、付
加
価
値
税
13
％
を
23
％
へ
引
き
上
げ
、

年
金
の
削
減
と
各
種
特
典
廃
止
―
―
。緊
縮
・

負
担
増
ラ
ッ
シ
ュ
が
始
ま
る
。

　

労
働
・
社
会
保
障
・
連
帯
省
に
よ
る
と
、年
金

保
険
料
は
給
与
の
20
％（
う
ち
事
業
主
負
担

13
・
33
％
、自
営
業
者
は
別
体
系
）。受
給
者
は

約
2
7
0
万
人（
総
人
口
約
1
0
8
0
万
人
）、

平
均
月
1
0
0
0
ユ
ー
ロ
程
度（
1
3
0
円

換
算
で
13
万
円
）、こ
れ
か
ら
税
金
な
ど
を
払

い
手
取
り
8
0
0
〜
8
5
0
ユ
ー
ロ
。

　

フ
ラ
ン
ゴ
ス
次
官
は「
失
業
者
は
ざ
っ
と

1
5
0
万
人
、各
家
庭
が
一
人
の
失
業
者
を

抱
え
る
計
算
、高
齢
者
の
年
金
で
家
計
を
支
え

る
。年
金
は
福
祉
の
一
環
」と
繰
り
返
し
た
。

　

し
か
し
、年
間
2
7
0
億
ユ
ー
ロ
の
給
付

を
ど
う
確
保
す
る
か
。失
業
で
離
脱
者
が
相
次

ぎ
、給
与
カ
ッ
ト
で
保
険
料
収
入
は
激
減
し
、

総
額
の
半
分
を
公
費
で
穴
埋
め
す
る
。

　

財
務
省
の
ク
テ
ン
ダ
キ
ス
政
策
局
長
は「
名

目
G
D
P
は
08
年
と
比
べ
4
分
の
1
に
縮
小

し
た（
15
年
で
概
算
1
7
9
0
億
ユ
ー
ロ
）。

年
金
は
改
革
を
重
ね
た
が
、持
続
可
能
で
は
な

い
」と
嘆
い
た
。G
D
P
と
い
う
分
母
と
年
金

と
い
う
分
子
が
縮
小
し
な
が
ら
、年
金
給
付
額

は
ユ
ー
ロ
圏
最
高
の
G
D
P
比
16
％
前
後
に

張
り
付
く
。や
は
り「
ト
ロ
イ
カ
」（
欧
州
中
央

銀
行
・
ユ
ー
ロ
圏
・
I
M
F
）の
追
加
支
援
頼
み

だ
。苦

悩
の
模
索

　

41
歳
の
チ
プ
ラ
ス
首
相（
急
進
左
派
連
合「
シ

リ
ザ
」党
首
）が
率
い
る
現
政
権
は
新
た
な
提

案
に
入
っ
た
。概
要
は
、一
律
最
低
保
障
の
公

費
に
よ
る
基
礎
年
金（
月
額
3
8
4
ユ
ー
ロ
）

を
設
け
、そ
の
上
に
報
酬
比
例
部
分
が
乗
る
形
。

　

フ
ラ
ン
ゴ
ス
次
官
は「
生
涯
の
平
均
賃
金

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
の
教
授
を
経

て
、財
団
法
人
・
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
振
興
会
理
事
長
。厚
生
労
働

省「
社
会
保
障
審
議
会
」委
員
、財
務
省「
財
政
制
度
等
審
議
会
」委
員
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。

を
基
に
勤
続
期
間（
納
付
期
間
）
で
報
酬
比

例
の
支
給
額
を
変
え
る
。
35
年
勤
続
、
平
均

1
0
0
0
ユ
ー
ロ
な
ら
40
％
分
の
4
0
0

ユ
ー
ロ
。基
礎
年
金
を
加
え
計
7
8
4
ユ
ー

ロ
。支
給
開
始
は
将
来
的
に
67
歳
に
引
き
上
げ

る
。任
意
加
入
の
確
定
拠
出
型
の
補
助
年
金
も

作
っ
た
」な
ど
と
説
明
し
た
。

　

こ
の
基
礎
年
金
創
設
は
10
年
改
正
で
15
年

実
施
の
は
ず
だ
っ
た
が
、法
律
を
定
め
て
も
実

施
は
先
送
り
や
取
り
止
め
が
相
次
ぐ
混
迷
の

最
中
に
あ
る
。　

　

か
つ
て
社
会
保
障
大
臣
を
務
め
た
経
済
学

者
の
ヤ
ニ
チ
ス
氏
に
会
う
と
、こ
う
振
り
返
っ

た
。「
年
金
改
革
に
取
り
組
ん
だ
が
、国
民
の
大

抵
抗
に
あ
っ
た
。こ
の
問
題
こ
そ
財
政
危
機
の

根
源
だ
。給
付
と
負
担
が
釣
り
合
う
制
度
を
作

り
た
か
っ
た
」。

　

負
担
と
給
付
の
連
動
と
い
う
保
険
原
理
こ

そ
社
会
保
険
の
鉄
則
で
あ
り
、生
命
線
で
あ
る

こ
と
を
ギ
リ
シ
ャ
の
破
綻
は
教
え
る
。

　
〈
財
政
制
度
等
審
議
会
の
海
外
調
査
に
参
加

し
た
報
告
だ
が
、評
論
は
私
見
で
あ
る
〉
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